
第51回　一橋植樹会　総会

2024年（令和６年）５月１８日（土）

総会議案

第１号議案　　2023年度（令和５年度）事業報告並びに決算承認の件

第２号議案　　役員改選承認の件

第３号議案　　2024年度（令和６年度）事業計画並びに予算承認の件

剪定作業した白梅が満開となりました



第１号議案　2023年度（令和５年度）事業報告
　2023年度は、一橋植樹会にとっては設立後50年、新生植
樹会発足後20年の節目となる年であり、また新型コロナウ
イルス感染症により2020年２月を最後に中止を余儀なくさ
れていた定例活動を再開した再スタートの年でもありまし
た。それまでの約３年間は基本的には会員有志の自主活動
を主体に活動を行ってまいりましたが、漸く学生参加のあ
る定期的活動の実施というコロナ禍以前の状況に復するこ
とができました。
　さて、本年度は、延べで学生1,166名、教職員27名、卒
業生859名、合計2,052名が作業に参加いたしました。作業
は、基本的に、植物の生命活動が活発になる５月からそれ
が衰える11月頃までは、草刈りやツル植物、灌木類の除伐
を中心に、またそれ以外の時期には樹木の剪定、枯木や不
要木の処理等要管理木への対応や景観維持のための作業を
主体に行ってまいりました。夏場の作業は、地球温暖化の
影響もあり、繁茂する雑草やツル植物などとの格闘であり、
ことに暑かった本年度は例年を大きく凌ぐ量の植物の生長
が見られ、作業に追われた一年でした。
　このように比較的厳しい作業環境の中、会員によるほぼ
１週間に一度の臨時作業と月に一度の定例作業を組み合わ
せながら、また体育会運動部など学生サークルとは共同作
業という形でそれぞれの活動環境の整備作業を企画、実施
した結果、作業の効率性の向上を見ることができました。
また、作業においても、作業機器の取扱に習熟する一方、
しっかりとメインテナンスも行い、作業の安全にも注意し
つつ、作業技術の向上と効率化に努めてまいりました。
　学内の緑の状況を見ますと、コナラなど武蔵野の森を象
徴する樹木の大径木化とナラ枯れ病などによる被害、多く
のサクラに見られる樹木の老齢化と衰弱など学内の緑の質
的な変化が目立ち、それに対する長期的な視点に基づく対
応が求められています。また、多くの皆様が眼にするよう
に、オオブタクサ、アメリカオニアザミやワルナスビ等の
厄介な外来植物が大量に侵入してきています。クズやヤブ
カラシなどのツル植物も駆除に苦慮します。これらの植物
には、その性質や生活サイクルを理解しつつ、より効果的
に対処してまいりました。

　学内の緑の抱える問題に有効に対処するためには、大学
との間の日常的な深度のあるコミュニケーションが大切で
す。大学との間では、四半期に一度のワーキングチームミ
ーティング（ＷＴミーティング）が開催され、そこで学内
の緑に関する諸々の問題を協議し、日常的な整備作業にお
いても相互補完できる態勢作りに努めております。
　最後になりますが、長年手を入れることが難しかったひ
ょうたん池の清掃作業を、植樹会の記念事業として、大学
と協力して実施しました。大学との連携の大切さを実感す
る象徴的な事例であり、また会員の皆様の厚いご支援の賜
物であると感謝申しあげる次第です。
１．ボランティア作業
⑴　活動実績
　冒頭で述べましたように、2020年２月を最後に中止して
いた定例作業を、2023年５月に再開し、参加者は100名を
数えました。定例作業、学生サークルとの共同作業、卒業
生中心の臨時作業が実施できる環境が整い、キャンパス整
備への多様な対応が可能となりました。
　本年度の特徴として、春以降の高温傾向をうけて、草本
やツル植物の繫茂が著しく、それへの対処に追われました。
また、前述のひょうたん池の清掃作業に合わせて、掛り木
の伐採や枝落し、植込みの剪定など周辺整備を行いました。
　作業の実施状況は、定例作業を10回、学生サークルとの
共同作業（KODAIRA 祭準備作業、一橋祭準備作業を含
む。）を13回、会員有志による臨時作業を37回行い、合計
回数60回、参加者数は延べ2,052名となり、2022年度の55回、
1,078名と比較すると、回数、延人数ともに増加しました。
（因みにコロナ禍前の2019年度における作業参加者数は延
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べで1,917名でした。）これは、定例作業を再開したこと、
また、後述のように共同作業に伴う学生の参加者数が増加
したことによるものです。
　作業実施に際しては、短時間で作業範囲の広い定例作業
と、少人数で機械類を駆使できる臨時作業との連携を図り、
作業効率の向上にも努めつつ、キャンパス内の植物の特性
や活動サイクルなどを考慮しながら作業を行いました。特
に本年度は前述のとおり春以降の高温傾向のなか植物の繫
茂が著しく、５月から12月の初旬頃までは下草刈り作業を、
また12月下旬以降の生命活動が低調な時期には、樹木の剪
定や植込みの刈込み、要管理木などへの対応、灌木やササ
の除去などを主体に作業を行いました。
　作業にあたっては、大学との連携を密にし、大学が行う
作業と当会が行う作業と相互補完しながら、キャンパス全
体として緑の整備の実現を目指しました。また、本年度、
大学としてナラ枯れ・立ち枯れの枯損木など要管理木の大
径木数十本を伐採しているなか、小径木などは当会で対応
してきました。
　総体としては、新たに手がけた作業を含め、ほぼ満足の
いく状態でキャンパス内の整備を行うことができました。
　また、2022年度に引き続き、学生サークルとの共同作業
を通じて学生達の作業参加が格段に増えました。学生達
個々人の自分達の学び舎の環境整備の大切さへの認識や自
主的活動ヘの意欲が強まっていると思われます。共同作業
を実施したサークルは、野球部、ハンドボール部、陸上競
技部、ラグビー部、男・女ラクロス部、弓道部、フィール
ドホッケー部および硬式テニス部ならびに一橋祭運営委員
会およびKODAIRA祭実行委員会です。

作業の詳細に関しては植樹会ホームページから
「作業班ホームページ」をご覧下さい。この中
の「作業計画と結果」をクリックして頂きます
と各月の作業の内容が豊富な写真付きで説明さ
れています。是非ご覧になって下さい。

⑵　休日作業
　休日作業は、より多くの植樹会会員による作業参加を目
的に作業日を土曜日に設定している定例作業のひとつで、
本年度は、７月15日（土）と10月14日（土）に実施しました。
通常の定例作業には参加が難しい、会員や教職員の方にも

参加いただきました。
⑶　植樹作業
　大学と協力し枯損木や危険木などの除伐を行う一方、伐
採跡地への植樹などを行いながら、大学構内の自然の新陳
代謝と世代交代を図っていくことが求められます。そのた
めに、アカマツについては世代交代に備えて「アカマツ基
金」の活用を継続しています。また、ナラ枯れ病に冒され、
伐採を余儀なくされたコナラやクヌギなどの伐採跡地への
植樹も検討が必要になっています。
　本年度は植樹の具体的実施には至りませんでしたが、将
来の植樹に備え、コナラの実生幼木を採集し養生すること
を試みに行いました。
⑷　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に沿っての
作業
　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」の『第二次緑
地基本計画』の円滑な実行のために、大学施設課との間で
四半期毎に実施する、実務レベルのＷＴミーティングを中
心にして、適宜協議を行っています。
　ＷＴミーティングでは、基本的な作業方針、年間計画に
基づく月次の作業計画と進捗状況、危機管理や景観などの
観点から管理を要する「要管理木」に対する方針、大学構
内の森の老齢化とその円滑な世代交代、繁茂するオオブタ
クサなど外来植物の状況、作業器具や作業上の安全管理な
どについて、認識の共有化が図られています。
　課題の一つである要管理木については、８月にキャンパ
ス内を巡見し、対象樹木を再確認しました。その内容を見
直しつつ優先順位をつけ、前述のとおり大学と当会が分担
して対応しています。
⑸　作業環境・効率の改善、新規購入の用具・備品その他
　作業用用具や備品については、作業の安全第一を旨とし、
少人数でも効率的に作業を行うことが出来るよう、また作
業に伴い発生する作業音などにも配慮しつつ整備してきま
した。そのために、機器類の保守や点検、修理や調整を必
要に応じて行う一方、手作業で使う道具についても使用後
のクリーニングなど管理の徹底を図っており、必要な機
器・機材・備品は整っています。
　本年度に装備された新たな器具としては、エンジン式穴
掘り機１台と高枝切りノコギリ１本を購入しました。
⑹　作業後交流会
　作業後交流会は、卒業生と学生らとの歓談や交流の場と
して設けられた大切な機会です。７月実施の定例作業から
再開し、短時間ではあるものの毎回意義ある会となってい
ます。
２．学生の主体的活動の推進
　本年度は定例作業の再開に伴い、学生理事の活動もほぼ
コロナ禍以前に戻り、定例作業の学生参加の取りまとめや
交流会の準備と片付け、また再開後２回目となる一橋祭で
の「森のクラフト教室」の準備や運営などに積極的に取り
組みました。
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３．組織強化活動
⑴　会員の状況
　植樹会の財政基盤の安定・強化と活動の活発化を図るた
め、新規会員の増強は極めて重要です。本年度は新型コロ
ナウイルス感染症の問題もほぼ収束したことから４年ぶり
に、入学・卒業の周年記念大会が復活し、新規会員獲得の
主要機会である周年大会での新規会員獲得活動を実施する
ことが出来ました。４回実施し、合計20名の新規会員を獲
得することが出来ました。一方で個人会員は物故者26名、
自主退会者が19名、見做し退会者（３年間連続年会費不払
い）が12名おり退会者の合計は57名となり、新規会員合計
28名を加えても差し引きで29名減少し1,229名となりまし
た。
⑵　組織強化
　復活した周年大会での会員獲得活動に関しては、大会参
加者の年齢が70歳未満の方の勧誘に注力しています。また
学生理事の勧誘活動参加が大変有効であることを確認でき、
今後の勧誘活動の軸となるものと考えます。
　年会費不払いによる「見做し退会」は残念ながら常態化
しており、本年度もその数を減らすべく２回にわたり年会
費納付のお願いを出状しましたが12名がその対象になりま
した。
４．広報活動
⑴　植樹会のホームページ
　ホームページの体裁を本年度４月から全面的に改訂し、
定例作業のご案内などの「お知らせ」を広報班で直接掲載
することにより、毎月のトピックスや各種情報とともにタ
イムリーに提供できるようになりました。
⑵　如水会々報の「植樹会通信」
　全国の如水会会員に対し、活動の中心となる作業の具体
的内容を紹介することで植樹会への理解を広げ、深めるこ
とに努めました。本年度から復活した定例作業を始め、季
節ごとに変化する作業、また記念事業として行ったひょう
たん池の清掃作業などの模様を掲載しました。また、作業
参加者が高齢化、固定化していることに鑑み、記事末尾に
初めてホームページのＱＲコードを掲載するなどして新た
な作業参加者を積極的に求めていることを訴えました。
５．寄附講義「緑の科学」
　｢緑の科学」は12年目を迎え、春夏学期に開講し、コロ

ナ禍前の対面講義の形で全13回の講義を実施しました。数
少ない自然科学系の講義で例年受講希望者が多く、本年度
は募集定員60名に対して237名の応募があり、最終履修者
数は58名でした。
　講義は、キャンパスツアーや自然観察、植生管理、環境
整備作業等の実体験もしつつ、多様なレベルの自然の保全
の大切さを学生が理解、認識し、それを実践してくれるこ
とを目的にしたものです。内容は、ほぼ2022年度と同様に、
「学内植生観察」、「緑と光の観測」、「緑と植物」、「植物の
生態と進化」、「緑と鳥」、「武蔵野の雑木林と自然」、「山や
森との人々のかかわり」、「植生管理と防火」などをテーマ
に行いました。
　植樹会は、サポートとして、会長による講義や学内での
自然観察や野外での活動を要する講義への支援を行いまし
た。また、2023年の大学の「環境報告書」では、植樹会や
緑の科学の役割が大学の行う環境対策とともに紹介されて
います。
６．キャンパス外活動
　春と秋の学外研修が中心となります。本年度は春の研修
は中止しましたが、秋の研修は顧問の福嶋司先生のご指導
のもと、12月９日（土）に17名が参加して実施しました。八
王子市内の加住丘陵（滝山丘陵）を中心に丘陵地の植生と
平地の植生の違い、イロハモミジの紅葉真っ盛りの滝山丘
陵の縦走路での紅葉（黄葉）の仕組みなどについて説明を
お聞きしながら、滝山城の遺構や麓の圓通寺、少林寺を訪
れこの地域の歴史の一端にも触れることができました。
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⑴　作業参加者の推移

令和３年度 令和４年度 令和５年度 対前年比増減

卒業生（一般） 642 　661 　859 198

教　職　員 　0 　　0 　 27  27

学　　　　生 123 　417 1,166 749

計 765 1,078 2,052 974

　定　例　作　業＊ 　0 　　0 　784 784

臨　時　作　業 765 1,078 1,268 190

＊令和３年度～４年度は定例作業は実施されず、すべて臨時作業でした。

⑵　会員数の推移

会員種類 令和４年４月１日 令和５年４月１日 令和６年４月１日 対前年比増減

卒業生（一般） 1,312 1,258 1,229 －29　

教　　　　員    43    43    43 　0

職　　　　員    30    32    33 　1

（小　計） 1,385 1,333 1,305 －28　

　　団　　　　体＊＊    39    39    39  0

特　　　　別 　　3 　　2 　　2 　0

学　　　　生    20    23    24  1

合　計 1,447 1,397 1,370 －27　

＊＊下記の団体が会員です。
如水会支部（多摩北、井の頭、国立・国分寺、横浜、房総、埼玉県東、埼玉県西、埼玉県南、埼玉県北、東京城北、八千代、川崎、
八王子、茨城県南、船橋、富山、市川・浦安、千葉東葛、鎌倉・逗葉、立川、大阪、静岡、名古屋、栃木、町田相模、京都、香川）、
一橋大学ワンダーフォーゲル部 OB/OG 会、一橋大学消費生活協同組合、一球会（硬式野球部）、新三木会、振橋会（應援部）、
一橋操道会（体操部）、一橋陸上競技倶楽部、昭和31年会、昭和35年会、昭和42年会、昭和45年会、昭和48年会

2023年度（令和５年度）キャンパス全域作業エリアマップ
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第３号議案　2024年度（令和６年度）事業計画

基本方針
　大学の森は、国立市は無論のこと、都市空間の中にあっ
て、極めて貴重な自然空間です。2023年度には2020年２月
を最後に途絶えていた定例作業が再開され、コロナ禍前の
正常な活動に復することができました。結果、卒業生、教
職員、学生が文字通り手を携えて学内の緑の保全と環境維
持のための活動ができる状況が復活しました。2023年度は
助走期間でしたが、本年度は以下の諸点に注力しつつ真に
その成果が実現される年としたいと考えています。
１．作業の実施については、８月を除く月一回の定例作業
を軸に、KODAIRA祭実行委員会、一橋祭運営委員会、
体育会運動部との共同作業を継続、発展させてまいりま
す。また、従来から実施している植樹会有志による週次
作業（従来の臨時作業を名称変更）を継続し、これらの
作業との連携を強化し、作業上の安全に細心の注意を払
いつつ、効果的な作業を実施してまいります。

２．学内の緑の環境の変化への対応が必要です。学内の緑
は、人の手により作られ、護られてきたため、不断に人
の手を入れることが大切です。老齢期を迎えた樹木はや
がて衰え、人の手が入らない森は遷移が進むか老齢化し
ていきます。また、外来植物の侵入のように新しい植物
も入ってきます。気候温暖化の影響もあります。科学的
アプローチも必要です。学内に生育する植物の性格やラ
イフサイクルを理解し、大学とも協議をしながら、これ
らの問題に中長期的視点に立って対処していきます。

３．学内の樹木の円滑な世代交代への対応です。学内の樹
木は老齢化し、マツ枯れ病やナラ枯れ病に冒されたも
の、枯死するものが急激に増えています。これらの樹木
は伐採後にそこに適した樹木を植え替えて行く必要があ
ります。将来を見据えた植樹計画を大学とともに検討し
ていきます。

４．学生の植樹会活動への積極的参加を促進します。とも
に活動する学生達には作業やその他の機会を通じ、学内
の緑の大切さを理解してもらい、植樹会の活動に主体的
に参加してもらうように努めます。

５．学内の緑や環境維持のためには、大学との深度のある
コミュニケーションが不可欠です。現行のＷＴミーティ
ングや諸々の機会をとらえ、直面する諸々の問題の解決
や作業の効率的な運営のための協議を行い、具体的提案
や提言を含めた付加価値のある活動に努めます。

６．ホームページや卒業生による周年大会などの機会を通
じた植樹会活動の外部への情報発信を心がけ、それを多
くの皆様に理解いただき、新規加入、実作業への参加を
含めた支援をいただくように努めます。そのためのホー
ムページの改良も一つの課題です。

７．2025年は「国立キャンパス緑地基本計画」のレビュー

の年になります。そのための準備を本年度は開始しま
す。学内の大径木レビューを皮切りに、キャンパス内の
緑の状況を確認し、過去の作業経験なども踏まえ、今ま
での活動を振り返る一方、大学とともに将来に向かって
の学内の緑管理のための処方箋作りの準備を行います。

具体的活動計画
１．ボランティア作業
　「国立100年の森」の実現を目指して、キャンパスの自然
の保全と継承のため、「第二次緑地基本計画」に即して着
実に活動していきます。そのために、直面する諸課題につ
いて、ＷＴミーティングなどを通じて大学と協議しながら
対処していきます。
　継続的に対応すべき課題として、大学構内の森の円滑な
世代交代のための老齢木や衰弱木への対応と適正な樹木の
植樹、不要な樹木や危険木など「要管理木」への対応、夏
期に繁茂する雑草やツル植物への対応、教育・研究の場と
してのキャンパスの景観の向上などが挙げられます。また、
過密に植えられているツツジの植込みやツバキ、キンモク
セイなどの適切な剪定も必要です。
このような課題に対して次のように対処していきます。
⑴　作業実施に当たっては、作業区域の植物の特性やライ
フサイクルに応じた作業時期、作業方法を選択して行い
ます。その際、多くの会員が参加し短時間で行う定例作
業と、少人数かつ機動的に行う週次作業との効率的連携
を図ります。
⑵　枯損木・危険木・不要木などの要管理木について、大
学が進める伐採作業と連携して可能な範囲で対応すると
ともに、跡地への植栽を行ないます。マツ枯れ病対策と
して、大学が行う樹幹注入を「アカマツ基金」を活用し
て支援します。また、アカマツの後継樹の植栽について
も「アカマツ基金」の活用を検討します。
⑶　オオブタクサ、ワルナスビその他外来性植物や他の植
物に害を及ぼすツル性植物について、繫茂を極力抑制す
るために状況に見合った管理を行います。そのため、そ
れぞれの植物の特性を踏まえた作業時期、作業方法を選
択します。
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定例作業



⑷　作業参加者が、自らがキャンパスの緑の保全・育成に
関与しているという活動への満足感を高めてもらえるよ
うに、作業内容を工夫していきます。また、学生サーク
ルとの共同作業については、要望に応じて適宜対応して
いきます。

⑸　作業は安全を第一とします。そのため、機器・機材・
備品の充実を図ります。また、作業技能の向上に努める
とともに、機器類の適切な保守点検を行い、作業の安全
と効率の向上に努めます。なお、定例作業においては、
危険予防のため極力機器類は使用しないことといたしま
す。
２．学生の主体的活動の推進
　定例作業での学生参加者の安定化や拡大に向けて、学生
理事と対策を検討、実施いたします。また、KODAIRA
祭での「森のクラフト教室」の再開や、活動内容の見直し
と新たな企画について、学生理事が主体的・積極的に検討
と取組を進められるよう支援して参ります。

お花畑での植込み作業
３．組織強化活動
　個人会員の新規入会勧誘活動は、周年大会の場が最も有
効であり、2024年度も注力します。また定例作業、週次作
業に参加して汗を流す植樹会員の数を増やすことが大きな
課題であるため、大学に近いエリアに所在する如水会支部
での会員勧誘活動を強化し、実際の作業に参加できる会員
の獲得に励みます。

４．広報活動
⑴　植樹会のホームページ
　ホーム画面や各メニュー画面の構成の簡素化や、配置、
掲載表示などを見直し、閲覧者に一層使い勝手の良いホー
ムページへの改善に取り組みます。
⑵　如水会々報「植樹会通信」
　引き続き作業活動の報告を主体としつつ、如水会会員に
対して植樹会活動への理解、共感をより一層広げかつ深め
てもらえるよう、またこれにより新規会員の増大、特に作
業参加者の増加に繋げることを従来以上に意識し、テーマ
選びや記事内容の編集に努めていきます。
５. 寄附講義「緑の科学」
　本年度も「緑の科学」は春夏学期に開講し、講義日は火
曜日から金曜日に変更になりますが、講義内容の実質的な
変更は行いません。植樹会は、植樹会会員による実習指導
の支援や自然と日本人のかかわりについての講義などを通
して、協力をしてまいります。
６．キャンパス外活動
　本年度も会員の植樹会活動に関する知識と意識向上のた
めに学外研修を実施します。実施場所は近隣の自然や植生
の豊かな研修の実を得られる場所を選んで行います。
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2024年度（令和６年度）一橋植樹会幹事会組織（案）
　　

　　

　　会　長　　　　　飯塚理事

　　

１．企画・統括班　　須藤理事（副会長・総務・周年大会担当）

　　　　　　　　井田理事（経理担当）、河村理事（会員管理）、

　　　　　　　　飯塚理事（兼務 　寄附講義）

　　　　　　　　担当業務： 事業計画立案、予算・決算、幹事会、総会、大学・如水会折

衝窓口、組織強化、会員増強、会費管理、会員名簿の作成、

寄附講義（緑の科学）、保険（傷害、賠責）に関する事項。

　　

２．学生班　　　　　村上理事（副会長）

　　　　　　　　担当業務： 学生会員の勧誘、作業参加促進、交流会支援、ＫＯＤＡＩＲＡ祭・

一橋祭への参加（森のクラフト教室支援）。

　　

３．広報班　　　　　小山理事（副会長）

　　　　　　　　村上理事（兼任　ＨＰの更新および案内）

　　　　　　　　担当業務： ＨＰの更新および案内、如水会々報への投稿、小冊子・チラ

シの作製。

　　

４．作業班　　　　　善宝理事（副会長）

　　　　　　　　 村上理事（兼任　交流会担当）、山口理事、木田理事、藤原理事

　　　　　　　　担当業務： 作業の企画、案内と実施、用具備品の購入・管理、安全対策、

交流会の準備と実行、植樹計画の立案。

　　



アカマツ基金の現状報告
　校歌にも歌われて、一橋大学のシンボルとも言うべき大学構内のアカマツは、老齢化とマツ枯れ
病の蔓延の結果大きく本数を減少させています。大学でも以前からアカマツの幹に対して薬剤の樹
幹注入を施してまいりました。植樹会でも当初は一般予算から費用の一部を負担して協力して参り
ましたが、マツ枯れ対策に本格的に取り組むとともに、失われたアカマツを補うための補植を積極
的に行うため、アカマツ基金を設立して広く募金の呼び掛けを行っています。
　2017年度に呼び水として如水会より200万円の寄付を頂き、その後は幅広い層からの募金を頂戴し、
基金の累計額は1,054万円を超えるまでになりました。2017年度から５年計画で樹幹注入を計画的
に進めて来ましたが、グリンガードNEOという現在使用している薬剤の効果持続期間は７年であり、
以前に実施したアカマツに対して再度樹幹注入する必要が生じています。2022年度から２回目の注
入サイクルが始まっています。如水会から頂いた当初の200万円は優先的に使わせて頂き、アカマ
ツ基金創設以来累計で526万円にのぼる金額を薬剤注入費並びにアカマツ補植費用として支出して
います。
　現存するアカマツを継続的に樹幹注入することによって守るとともに、失われたアカマツを新た
な苗木を植える事によって復活させる必要があります。マツ枯れ病を引き起こす「マツノザイセン
チュウ」への抵抗力のある品種改良された「抵抗性アカマツ」の苗木も現在手に入るようになって
きており、今後は大学とよく相談して、適地に抵抗性アカマツの苗木を捕植するように検討してい
きます。
　アカマツの保全・再生事業は終わりなき事業であり、アカマツ基金の募金も継続していきますの
で引き続き宜しくお願い申し上げます。
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